
大
阪
と
奈
良
の
県
境
に
あ

る
生
駒
山
、『
日
本
書
紀
』
で

は
東
征
の
神
武
天
皇
が
山
麓

で
、
長
髄
彦
（
な
が
す
ね
ひ

こ
）
と
激
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
る
。
山
の
北
端
に
は
役
行

者
が
開
い
た
修
験
道
場
と
さ

れ
る
宝
山
寺
が
、「
生
駒
の
聖

天
さ
ん
」
と
し
て
大
阪
商
人

ら
に
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い

る
。
真
言
律
宗
の
大
本
山

で
、
空
海
に
よ
る
神
仏
習
合

の
典
型
で
あ
る
。

生
駒
山
の
南
端
に
あ
る
の

が
朝
護
孫
子
寺
で
、
信
貴
山

真
言
宗
の
総
本
山
。
本
尊
は

仏
教
を
守
護
す
る
武
神
の
毘

沙
門
天
で
、「
信
貴
山
の
毘
沙

門
さ
ん
」
と
し
て
人
気
が
あ

る
。
山
門
を
く
ぐ
る
と
大
き

な
石
の
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の

先
に
家
族
連
れ
が
長
い
列
を

作
っ
て
い
た
の
は
、
本
堂
を

見
上
げ
る
大
虎
の
前
で
記
念

撮
影
す
る
た
め
。
境
内
に
は

虎
の
像
や
絵
が
あ
ふ
れ
て
い

た
。伝

承
に
よ
る
と
、
仏
教
受

容
を
め
ぐ
る
蘇
我
氏
と
物
部

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和４年（2022年）２月１０日　木曜日 第784号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
伝
教

大
師
１
２
０
０
年
大
遠
忌
記
念
特
別

展
「
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ
て
」
が

東
京
・
九
州
・
京
都
で
開
か
れ
、
改

め
て
最
澄
が
開
い
た
天
台
宗
・
比
叡

山
延
暦
寺
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
比
叡
山
は「
日
本
仏
教
の
母
山
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
鎌
倉
仏
教
の

宗
祖
た
ち
が
こ
こ
で
学
び
、
山
を
下

り
て
、
大
衆
に
仏
教
を
広
め
た
。

最
澄
の
生
涯
で
興
味
深
い
の
は
法

相
宗
の
徳
一
と
の
間
で
繰
り
広
げ
た

「
三
一
権
実
諍
論
」
で
あ
る
。

徳
一
の
事
績
は
、
福
島
県
磐
梯
町

に
あ
る
国
指
定
史
跡
慧
日
寺
跡
に
そ

の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
奈

良
を
離
れ
た
徳
一
は
東
北
に
布
教

し
、
平
安
時
代
の
初
め「
仏
都
会
津
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
興
隆
を
当
地
に

も
た
ら
し
た
。
そ
の
足
跡
は
、
や
は

り
東
北
に
教
線
を
広
げ
た
最
澄
と
似

て
い
る
。

宗
の
背
景
に
あ
る
天
台
教
義
の
真
髄

を
学
ぶ
必
要
を
感
じ
た
か
ら
と
さ
れ

る
が
、
も
っ
と
切
実
な
問
題
と
し

て
、
天
皇
が
何
度
も
和
解
の
詔
を
出

す
ほ
ど
深
刻
な
三
論
宗
と
法
相
宗
の

対
立
が
あ
っ
た
と
い
う
。

三
論
宗
は
龍
樹
の『
中
論
』、
法
相

宗
は
無
着
・
世
親
兄
弟
の
唯
識
思
想

を
旨
と
し
、
両
学
派
の
論
争
は
「
空

有（
く
う
う
）
の
論
争
」
と
よ
ば
れ
、

中
国
、
イ
ン
ド
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
、
仏
教
の
本
質
に
か
か
わ
っ
て
い

た
。
中
心
は
仏
性
論
争
で
あ
り
、
三

論
宗
が
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
説

な
の
に
対
し
て
、
法
相
宗
は
人
間
に

は
生
ま
れ
な
が
ら
の
違
い
が
あ
り
、

成
仏
で
き
な
い
人
も
い
る
と
し
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
、
隋
の
智

𩣆
が
開
い
た
天
台
宗
を
学
び
、
招
来

す
る
し
か
な
い
と
考
え
た
最
澄
は
、

親
交
の
あ
っ
た
和
気
氏
を
通
じ
、
桓

仏
性
論
を
め
ぐ
り

徳
一
の
足
跡
は
、
鎌
倉
幕
府
打
倒

の
計
画
が
漏
れ
、
後
醍
醐
天
皇
が
三

種
の
神
器
を
保
持
し
て
挙
兵
し
た
笠

置
山
に
も
あ
る
。
京
都
の
南
端
、
奈

良
と
の
県
境
に
あ
る
笠
置
山
は
修
験

道
の
行
場
で
、
そ
の
拠
点
が
笠
置

寺
。
徳
一
は
、
権
力
に
近
づ
き
堕
落

し
た
興
福
寺
を
離
れ
、
こ
こ
で
修
行

し
、
そ
の
後
、
東
北
を
目
指
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
足
跡
は
、
東
大
寺
で

具
足
戒
を
受
け
な
が
ら
、
19
歳
で
比

叡
山
に
籠
っ
た
最
澄
と
、
こ
れ
も
似

て
い
る
。

最
澄
が
唐
へ
の
留
学
を
思
い
立
っ

た
の
は
、
日
本
に
招
来
さ
れ
た
大
量

の
仏
典
を
研
究
す
る
中
で
、
南
都
六

武
天
皇
に
唐
へ
の
留
学
を
願
い
出
た

と
さ
れ
る
。
天
台
宗
は
天
台
法
華
宗

と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
釈
迦
の
最

後
の
教
え
と
さ
れ
る
法
華
経
に
基
づ

く
大
乗
仏
教
の
宗
派
で
あ
る
。
桓
武

天
皇
に
近
い
和
気
氏
か
ら
最
澄
に
働

き
か
け
た
と
の
説
も
あ
り
、
切
迫
し

た
事
態
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
仏
教
立
国
を
目
指
し
た

日
本
の
本
質
的
な
危
機
と
言
え
よ

う
。今

か
ら
考
え
る
と
、
両
論
の
違
い

は
釈
迦
の
教
え
が
多
岐
に
わ
た
り
、

目
の
前
に
い
る
悩
め
る
人
に
語
っ
た

言
葉
が
基
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
死
ぬ
し
か
な
い
と
い
う
ほ
ど
の

絶
望
的
な
人
に
は
、
浄
土
教
の
よ
う

に
、
死
後
の
救
い
を
語
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
自
分
の
思
想
よ
り
、
相
手
の

心
の
救
い
を
優
先
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
多
様
な
人
間
を
対
象
に
し
た
の

で
、
教
え
も
多
様
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
聞
い
た
弟

子
た
ち
の
解
釈
も
多
様
で
あ
っ
た
。

日
本
仏
教
に
と
っ
て
の
「
諍
論
」

の
意
味
は
、
論
争
そ
の
も
の
に
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
論
争
に
よ
り
概
念

が
明
確
に
な
り
、
言
葉
が
研
ぎ
澄
ま

さ
れ
、
思
想
が
深
ま
る
か
ら
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
論
理
学
も
仏
教
に
含

ま
れ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

論
争
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
仏
教
は

日
本
的
風
土
に
土
着
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

徳
一
と
最
澄
、
さ
ら
に
空
海
の
足

跡
を
比
較
し
、「
諍
論
」
よ
り
も
重
要

に
思
わ
れ
る
の
は
、
山
で
の
修
行
で

あ
る
。
最
澄
が
12
年
間
、
比
叡
山
に

籠
っ
た
よ
う
に
、
空
海
も
大
学
を
離

れ
、
山
で
修
行
に
励
ん
で
い
る
。
彼

ら
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
学
僧
に
と

っ
て
山
で
の
学
び
は
当
た
り
前
の
こ

と
だ
っ
た
と
い
う
。

山
は
古
来
、
日
本
人
が
信
仰
を
育

ん
で
き
た
場
所
で
あ
り
、
死
者
を
葬

っ
て
き
た
先
祖
た
ち
の
住
ま
い
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
当
時
の
人
た
ち
に

と
っ
て
神
々
と
共
に
あ
る
空
間
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
と
の
共
生

コ
ロ
ナ
禍
は
第
六
波
が
か
つ
て
な

い
拡
大
を
示
し
、
い
ま
だ
収
束
の
兆

し
が
見
え
な
い
。
生
物
に
寄
生
し
て

繁
殖
す
る
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
生
物
の

よ
う
な
「
死
」
は
な
い
。
死
が
生
ま

れ
た
の
は
、
生
物
が
有
性
生
殖
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
、
進
化
の

結
果
と
い
う
の
が
生
物
学
の
見
解
で

あ
る
。
こ
の
生
物
学
の
死
生
観
は
、

自
然
に
帰
る
と
い
う
日
本
的
仏
教
の

死
生
観
に
通
じ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
自

然
と
の
付
き
合
い
方
の
再
考
を
、
私

た
ち
に
迫
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
自
然
か
ら
生
ま
れ
た
か
ら
、
自

然
に
帰
る
と
い
う
、
ご
く
自
然
な
死

生
観
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ

と
の
共
生
を
も
た
ら
す
の
か
も
し
れ

な
い
。

最
澄
と
徳
一
の「
諍
論
」と
日
本
仏
教

に
向
か
う
と
、
線
路
横
を
飛

鳥
と
難
波
を
結
ぶ
大
和
川
が

走
っ
て
い
た
。
天
王
寺
駅
か

ら
歩
い
て
12
分
、
聖
徳
太
子

の
創
建
と
さ
れ
る
和
宗
総
本

山
の
四
天
王
寺
が
あ
る
。

上
記
と
類
似
の
説
話
で
、

物
部
氏
と
の
戦
で
蘇
我
氏
が

劣
勢
に
な
っ
た
時
、
14
歳
の

聖
徳
太
子
は
、
近
く
の
木
で

四
天
王
の
像
を
作
り
、「
こ
の

戦
に
勝
利
し
た
ら
、
四
天
王

社

説

を
安
置
す
る
寺
を
建
て
る
」

と
誓
願
。
そ
の
か
い
あ
っ
て

味
方
の
矢
が
物
部
守
屋
に
命

中
し
て
蘇
我
氏
が
勝
利
。
６

年
後
の
５
９
３
年
、
太
子
は

四
天
王
寺
の
建
立
を
始
め
た

と
い
う
。
四
天
王
と
は
、
須

弥
山
で
仏
法
僧
を
守
護
す
る

四
神
、
東
方
の
持
国
天
、
南

方
の
増
長
天
、
西
方
の
広
目

天
、
北
方
の
多
聞
天
（
毘
沙

門
天
）
で
あ
る
。

四
天
王
寺
か
ら
大
阪
城
ま

で
は
上
町
（
う
え
ま
ち
）
台

地
の
西
端
に
あ
り
、
西
方
浄

１
月
16
日
早
朝
、
京
都
市

東
山
区
の
三
十
三
間
堂
（
妙

法
院
蓮
華
王
院
本
堂
）
で
恒

例
の
「
通
し
矢
」
が
催
さ
れ

た
。
試
技
に
先
立
っ
て
大
会

土
を
思
わ
せ
る
西
日
を
望
む

こ
と
か
ら
「
夕
陽
丘
」
の
地

名
が
あ
る
。
古
代
、
近
く
ま

で
海
が
迫
り
、
船
で
中
国
や

朝
鮮
か
ら
大
和
を
訪
ね
た
人

た
ち
は
、
海
辺
に
立
つ
壮
大

な
伽
藍
を
目
に
し
て
い
た
。

政
治
家
で
も
あ
る
太
子
の
外

交
セ
ン
ス
で
あ
る
。

四
天
王
寺
の
西
側
、
上
町

台
地
の
崖
の
上
に
、
狛
虎
の

大
江
神
社
が
あ
る
。
四
天
王

寺
の
鎮
守
社
で
あ
る
四
天
王

寺
七
宮
の
一
つ
で
、
こ
れ
も

聖
徳
太
子
の
創
建
。
四
天
王

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15
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四
六
判
２
９
６
頁
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体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

氏
の
戦
の
折
、
仏
教
を
奉
じ

る
蘇
我
氏
の
家
で
育
っ
た
少

年
時
代
の
聖
徳
太
子
が
、
こ

の
山
で
戦
勝
祈
願
を
し
た
と

こ
ろ
、
毘
沙
門
天
が「
寅
年
、

寅
の
日
、
寅
の
刻
」
に
現
れ

必
勝
の
秘
法
を
授
け
た
と
い

う
。
戦
に
勝
っ
た
聖
徳
太
子

は
自
ら
毘
沙
門
天
を
像
に
刻

み
、
伽
藍
を
建
て
て
祀
り
、

同
山
を
信
じ
貴
ぶ
山
と
し
て

「
信
貴
山
」
と
名
付
け
た
と

い
う
。
参
道
脇
に
は
少
年
太

子
の
騎
馬
像
が
銀
色
に
輝
い

て
い
た
。

醍
醐
天
皇
が
病
に
伏
し
た

折
、
同
寺
の
命
蓮
（
み
ょ
う

れ
ん
）
上
人
が
毘
沙
門
天
に

祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま

ち
全
快
。
以
来
、
朝
廟
安

穏
・
守
護
国
土
・
子
孫
長
久

の
祈
願
所
と
し
て
「
朝
護
孫

子
寺
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

信
貴
山
を
下
り
、
Ｊ
Ｒ
大

和
路
線
で
王
寺
か
ら
天
王
寺

京　都

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

寺
の
北
西
・
乾
（
い
ぬ
い
）

の
方
角
に
あ
る
こ
と
か
ら

「
乾
の
社
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
が
、
幕
末
、
神
仏
分
離
の

高
ま
り
で
大
江
岸
に
ち
な
み

大
江
神
社
と
改
め
ら
れ
た
。

東
隣
に
は
、
愛
染
明
王
を

祀
る
勝
鬘
院
愛
染
堂
が
あ

り
、
太
子
が
勝
鬘
経
を
推
古

天
皇
に
講
じ
た
所
だ
と
い

う
。
街
を
歩
く
と
太
子
講
を

掲
げ
た
会
社
や
日
本
最
古
の

会
社
・
金
剛
組
も
あ
り
、
奈

良
と
大
阪
に
は
太
子
信
仰
が

あ
ふ
れ
て
い
た
。

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
主
は
こ
う
言

わ
れ
る
。
呪
わ
れ

よ
、
人
間
に
信
頼

し
、
肉
な
る
者
を
頼
み
と
し
／
そ
の
心

が
主
を
離
れ
去
っ
て
い
る
人
は
。
彼
は

荒
れ
地
の
裸
の
木
。
恵
み
の
雨
を
見
る

こ
と
な
く
／
人
の
住
め
な
い
不
毛
の

地
／
炎
暑
の
荒
れ
野
を
住
ま
い
と
す
る
。

祝
福
さ
れ
よ
、
主
に
信
頼
す
る
人
は
。

主
が
そ
の
人
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
ら
れ

る
。
彼
は
水
の
ほ
と
り
に
植
え
ら
れ
た

木
。
水
路
の
ほ
と
り
に
根
を
張
り
／
暑

さ
が
襲
う
の
を
見
る
こ
と
な
く
／
そ
の

葉
は
青
々
と
し
て
い
る
。
干
ば
つ
の
年

に
も
憂
い
が
な
く
／
実
を
結
ぶ
こ
と
を

や
め
な
い
。」（
エ
レ
ミ
ヤ
17
：
５
│
８
）

古
の
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
は
、
繁
栄
の

後
に
南
北
に
分
裂
し
、
北
イ
ス
ラ
エ
ル

が
隣
国
に
滅
ぼ
さ
れ
、
お
よ
そ
２
０
０

年
後
に
は
、
南
ユ
ダ
国
も
滅
亡
し
た
。

不
幸
に
も
、
彼
ら
は
、
国
を
失
っ
た
だ

け
で
な
く
、
支
配
者
の
国
へ
と
引
き
行

か
れ
、
苦
渋
の
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

信
仰
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
の
は
、
最
も

悲
惨
な
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
結
末
を
迎
え
る
前
に
、

神
は
預
言
者
を
遣
わ
し
、
そ
の
国
の
ゆ

く
べ
き
方
向
を
示
し
て
い
た
。
預
言
者

の
叫
び
は「
神
意
に
帰
れ
」
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
後
に
、
い
く
ら
策
を
弄
し
て
も
、

神
意
に
か
な
わ
な
け
れ
ば
決
し
て
解
決

し
な
い
こ
と
を
悟
る
こ
と
に
な
る
。（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

正
月
早
々
、

１
月
８
日
か
ら

一
週
間
、
腸
閉

塞
で
入
院
し
た

▼
小
腸
や
大
腸

が
癒
着
し
て
詰

ま
っ
て
し
ま
う
病
気
で
、

腹
部
手
術
を
受
け
た
人
に

よ
く
発
症
す
る
と
の
こ
と
。

私
は
12
年
前
に
胃
が
ん
の

開
腹
手
術
を
受
け
、
胃
の

三
分
の
二
を
切
除
し
、
小

腸
に
つ
な
ぐ
手
術
を
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
後
遺
症

だ
ろ
う
と
の
診
断
。
確
か

に
胃
に
近
い
小
腸
が
癒
着

し
て
い
た
。
多
く
は
術
後

間
も
な
く
発
症
す
る
が
、

ま
れ
に
10
年
以
上
経
っ
て

も
起
こ
る
と
い
う
▼
重
篤

の
場
合
は
内
視
鏡
か
開
腹

手
術
に
な
る
の
だ
が
、
幸

い
、
絶
食
と
点
滴
、
内
服

薬
で
３
日
後
に
ガ
ス
と
便

が
出
る
よ
う
に
な
り
、
重

湯
か
ら
始
め
て
７
分
粥
に

な
っ
た
７
日
目
に
退
院
で

き
た
▼
突
然
、
暇
に
な
っ

た
の
で
、
先
延
ば
し
に
し

て
い
た
源
氏
物
語
を
ス
マ

ホ
で
読
む
こ
と
に
し
た
。

多
く
の
現
代
語
訳
が
あ
る

中
で
選
ん
だ
の
は
林
望
の

『
謹
訳
源
氏
物
語
』。
林
さ

ん
に
は
、
源
氏
を
初
め
て

英
訳
し
、
世
界
で
評
価
さ

れ
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ

た
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ

ー
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
的

な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
ら

▼
５
日
か
け
最
後
ま
で
読

ん
で
分
か
っ
た
の
は
、
源

氏
物
語
は
単
な
る
恋
愛
小

説
で
は
な
く
、
光
源
氏
の

死
後
、
彼
の
孫
の
代
ま
で

続
く
人
生
の
物
語
だ
と
い

う
こ
と
。
理
想
の
妻
で
あ

る
紫
の
上
と
の
関
係
も
微

妙
に
変
わ
る
な
ど
、
人
の

心
の
変
化
が
と
て
も
詳
し

く
描
か
れ
て
い
る
▼
藤
原

道
長
の
娘
・
中
宮
彰
子
の

家
庭
教
師
に
採
用
さ
れ
た

紫
式
部
が
、
そ
れ
ま
で
の

い
ろ
い
ろ
な
物
語
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
人
生
訓
と

し
て
書
い
た
の
が
源
氏
物

語
で
、
縄
文
時
代
か
ら
の

口
承
文
学
の
集
約
と
も
言

え
よ
う
▼
妻
と
の
心
の
変

化
や
息
子
、
孫
た
ち
の
関

係
を
思
い
な
が
ら
、
源
氏

は
高
齢
に
な
っ
て
読
む
の

が
い
い
と
思
っ
た
次
第
。

建
、
通
し
矢
は
、
平
安
後
期

の
保
元
年
間
（
１
１
５
６
〜

59
年
）
に
始
ま
り
、
江
戸
時

代
に
は
武
士
が
軒
下
で
夜
通

し
射
て
、
通
す
こ
と
が
で
き

た
矢
の
数
を
競
っ
た
と
い

う
。現

在
で
は
、
妙
法
院
と
京

都
府
弓
道
連
盟
が
「
三
十
三

間
堂
大
的
（
お
お
ま
と
）
全

国
大
会
」
と
し
て
成
人
の
日

に
合
わ
せ
て
開
く
。
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
、
今

年
は
無
観
客
で
の
72
回
目
と

な
っ
た
。

晴
れ
着
の
新
成
人（
女
性
）

の
一
人
は
、「
大
学
に
入
っ
て

か
ら
厳
し
い
体
育
会
系
の
弓

道
部
に
入
っ
た
の
で
、
早
く

試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
上
達

し
た
い
と
願
っ
て
弓
を
引
き

ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

晴
れ
着
の
新
成
人
が
平
和
願
う

三
十
三
間
堂
で「
通
し
矢
」

名
誉
会
長
の
杉
谷
義
純
妙
法

院
門
主
か
ら
、
世
界
平
和
と

本
大
会
参
加
者
の
健
勝
を
祈

念
す
る
加
持
が
授
け
ら
れ

た
。振

り
袖
、
袴
す
が
た
の
新

成
人
た
ち
は
６
人
ず
つ
横
一

列
に
並
び
、
的
に
向
か
っ
て

弓
弦
を
引
き
絞
り
、
わ
ず
か

に
仰
角
を
付
け
て
空
に
向
け

て
射
る
よ
う
に
狙
い
を
定
め

る
。
放
た
れ
た
矢
は
底
冷
え

の
京
都
の
冷
気
を
引
き
裂
い

朝
護
孫
子
寺
・
四
天
王
寺
・
大
江
神
社

て
、
次
々
に
的
に
向
か
っ

た
。
そ
の
距
離
60
メ
ー
ト

ル
。
緩
い
放
物
線
を
描
い
て

的
に
刺
さ
る
音
が
、
三
十
三

間
堂
を
背
景
に
し
た
射
場
に

心
地
よ
く
鳴
り
響
い
た
。

射
手
は
そ
れ
ぞ
れ
２
本
の

矢
を
射
る
。
一
本
は
自
分
の

願
い
を
、
も
う
一
本
は
他
の

人
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
弓

を
引
く
と
良
い
と
さ
れ
る
。

三
十
三
間
堂
は
平
清
盛
の
支

援
に
よ
り
後
白
河
上
皇
が
創

信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
の
大
虎

四
天
王
寺

〝
最
強
運
勢
〞の
寅
年
に

今
年
は
36
年
に
一
度
の
「
五
黄
（
ご
お
う
）
の
寅
」。
九
星
気
学
に
お
い
て
最
強
運
勢
の
「
五
黄
土
星
」
と
、
十
二
支
の

中
で
最
も
運
勢
が
強
い「
寅
年
」
が
重
な
っ
た
年
で
あ
る
。
寅
年
に
ち
な
み
、
世
界
一
大
き
な
虎
の
張
り
子「
大
虎
」
が
あ

る
奈
良
・
生
駒
山
の
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
（
し
ぎ
さ
ん
ち
ょ
う
ご
そ
ん
し
じ
）
と
四
天
王
寺
、
大
江
神
社
に
初
詣
し
た
。

的
に
狙
い
を
定
め
る
晴
れ
着
の
新
成
人
た
ち
＝
１
月
16

日
、
京
都
・
東
山
区
の
三
十
三
間
堂

大
江
神
社
の
狛
虎
、
か
つ
て
は
毘
沙
門
堂
が
あ
っ
た


